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スカッと さわやか

]力・コーフ
登 録 商 標

みちの くコカ・ コーラボ トリング株代会社
MICHINOKu COCA‐ COLA BOTTLING CO.,LTD.  くコカ・コーラ指定会社)
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あ tヽ  さ つ

日本バドミントン協会会長

本  田  弘  敏

5月 め薫風の下、第10回全日本社会人パ ドミントン

選手権大会が本邦東のはて、ここ釜石市で開催される

に当り、全国の精鋭諸君を迎えますことは無上の喜び

であります。 ″光陰は矢の如く″本大会も数えて10回
年々に技と力を競い、熱戦に栄誉を担った数多くの名

選手を輩出して参りました。想うに感無量の極みであ

ります。その間にありまして、我がバ ドミントン界は

国内の発展にとどまらず、世界への躍進を目指し、ご

存知の如く女子においては世界に君臨し、又男子にお

いても宿望を果すべく着々とその地歩を築いているの

であります。このような時期に世界的 レベルの選手諸

君を迎へ、本大会が開催されることは、参加選手の励

みともなり益々本大会を盛り立ててくれるものと信じ

ます。

どうか精進されました技と力を充分発揮され、スポ

ーツマンの意気をもって敢斗されんことを念願します。

終りに本大会の準備運営にあたられた地元関係各位の

ご努力に深く敬意と感謝を申上げます。
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あ tヽ  さ つ

岩 手 県 知 事

千   田 正

第10回全日本社会人パ ドミントン選手権大会が本県

において開催されますことは、この上にないよろこび

であり心から歓迎申し上げます。

昭和45年には第25回国民体育大会が、本県において

開催することに内定し、県民のスポーツに対する関心

がますます高まりつつありますとき、全国から多数の

優秀選手をお迎えし、最高の技術と洗錬されたマナー

に接することのできますことは、まことに意義深いも

のがあります。

特に社会人として日々の業務に励むかたわらスポー

ツに精進する皆さんが平素錬磨した成果をじゅうぶん

発揮し、正々堂々とその技を競うことを念願してやみ

ません。

またこの大会を契機として、本県との親睦、交流を

深め、「岩手国体」の遂行に一層のご協力を賜わりま

すようお願い申し上げます。

終りに選手の皆さんのご健闘と、大会の成功をお祈

り申し上げ、ごあいさつといたします。
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あ tヽ  さ つ

釜 石 市 長

第10回全日本社会人パ ドミントン選手権大会が釜石

市で開催されるというので、釜石市民は大きなよろこ

びを感じその成果に期待しております。

3年後には岩手県において国体の開催が予定され、

釜石市では、バ ドミントン、水泳、野球などの競技が

行われることになっています。この地方は交通が不便

なため、今まで全国的な催しの行われることがほとん

どありませんでした。したがって 3年後の国体にかけ

る期待は非常に大きいのです。その国体の前奏曲とし

て、今回の大会は釜石市民の血を湧かすことで し ょ

う。いま、岩手県では三陸沿岸と東北本線の沿線とを

結ぶ釜石、花巻間県道の全面舗装の工事を進めており、

国では三陸沿岸を縦走する国道45号線の建設に努力し

ています。国体の開催までには釜石市を中心とする岩

手県東部地域の交通は面目を一新するでしょう。一方

釜石市は市街地道路の舗装を全部終り、更に郊外迄路

の整備を進めるなど皆さんをおまちしております。

みちのくの五月は花の盛りです。百花らんまんの季

節に開かれる大会の成功を祈 ります。

-6-

鈴 木 東 民

１１
「
一■
饉
ョ
「

燿
‥

い

・
　

　

ヽ

象



あ い さ つ

岩手県バ ドミントン協会会長

田 村 光 政

第10回全日本バ ドミントン選手権大会を、当県にお

迎え出来、全国の優秀な選手諸君のプレーを真近に拝

見できる機会として、主管協会としても誠に光栄とす

るところで心から歓迎申上げます。

当釜石市は、本邦最東端、陸中海岸国立公園に属し

風光明媚な環境の中に鉄の都として、又異彩をはなっ

ている都市であります。昭和45年の国民体育大会会場

予定地の当地は、鉄の如 く強固な意志と気力をもって

着々と準備を進める最中に、諸君をお迎えするのであ

りますが、充分競技に全力をつくされるよう努力いた

しましたが、何分初めての全国大会でもあり、不慣れ

な点はご寛容下さるようお願いを申し上げます。正々

堂々と競技されんことを期待してやみません。
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円
　
河
　
石

箱

岡

坂

太

高

高

山

稲 田

日 高

千 葉

工 藤 祐

佐 藤

佐 藤

三 田

敦

石 夫

健二郎

佐 藤 忠 四

近 藤   博

り|1 村   裕

石 り|1  広

川 村 仙 二

佐々木 邦 夫

雄

雄

夫

久

信

貞

忠

幸

田

橋

橋

田

白 沢 国 雄

猿 川 清 吉

未 島 正 基

夫

彦

宣
　
克

橋

林

高

竹

男
　
一　
進

輝

誠

野

浦

野

佐

一二
　
宇

治

忠

忠

春

　

陽

洋

圭

正

三

節

橋

田

木

沢

田

崎

坂

池

多

村

提

高

杉

杉

藤

藤

磯

大

菊

本

川

誠
　
子京

野

橋

金

高

貢

道弘

内

平

子原

松佐 藤 周 二

阿 部 英 子
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競 技 役 員

杉 木 春 夫

彦
　
一　
治

誠

力

克

誠

賢

林

浦

舘

野

上

竹

三

平

金

村

郷

勇

市

治

司

基

院

也

次

子

宏

夫

光

雄

夫

二

悦

一

二

二

房

久

茂

潔

史

一

茂

一

幸

郎

仁

子

博

子

万

　

侃

正

圭

正

病

博

洋

陽

淳

宣

忠

秀

邦

周

長

清

仙

修

隆

幸

　

　

良

コ

　

幸

壮

三

　

幸

昭

綾

木

山

間

田

田

崎

民

木

崎

田

宮

橋

田

沢

木

藤

舘

場

村

引

垣

田

原

林

原

本

沢

崎

池

多

葉

崎

本

瀬

並

松

佐

沢

成

未

市

山

磯

藤

小

高

杉

藤

佐

佐

本

相

川

布

板

山

小

小

金

山

藤

長

菊

本

千

林

寺

沢

総務委員長

総務副委員長

庶務会計主任

会場主任

式典主任

報導主任

救護主任

宿泊主任

輸送主任

接待受付主任

競技委員長

競技副委員長

進行主任

記録主任

コー ト主任

審 判 長

副審判長

主  審

審 判 員

大 坂 圭 市 佐 野 輝 男

稔

雄信

嶋

田

寺

太

義

一

和

定

葉

内

千

仲

直

子

貢

男

一

久

英

　

　

一　
誠

山

部

内

藤

切

子

咲

阿

原

伊

堀

郎

志

子

之

道

二

忠

尚

節

正

弘

修

橋

丸

村

池

平

田

高

吉

川

菊

松

和

靖

士

夫

雄

郎

孝

好

重

子

男

悟

樹

　

次

彦

三

国

健

政

　

　

裕

初

敏

川

木

木

沢

野

木

川

川

葉

原

谷

々
　
々
　
　
　
　
　
　
々

及

佐

佐

白

細

佐

及

及

千

藤

塩

夫

幸

子

義

一

進

晟

進

弘

子

子

武

つ

孝

正

洋

正

陽

　

　

　

　

和

さ

柳

嶋

藤

村

海

野

崎

浦

　

上

葉

原

鬼

高

佐

志

内

宇

沼

三

宗

最

千

菅

吾

彦

子

子

行

一

利

子

寛

子

美

豪

里

啓

恭

節

葉

康

持

武

京

　

亜

繁

原

藤

川

藤

橋

原

部

橋

田

谷

田

館

小

佐

箭

佐

高

菅

阿

高

吉

熊

池

柏

修

男貞

田

又

蒔

道

戸 田 金 一

市 川1 和 司

釜石南高等学校

釜石北高等学校 パ ドミントン部員
大槌高等学校

1
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大 会 次 第

開 会 式 5月 5日 (金)  B・ N9.00

1. 役員選手入場

2.開 式 の 辞

3.国 旗 掲 場

4.開 会 宣 言

5.優 勝 盃 返 還

6.大会会長挨拶

7.祝     辞

大会副委員長  内  沢  定  雄

大会委 員長  森  友  徳 兵 衛

大 会 会 長

岩 手県知事

釜 石 市 長

選 手 代 表

審  判 長

大会副委員長

大会11委員長

競技委 員長

内

小

8.選 手 宣 誓

9.競技上の注意

10. 閉 式 の 辞

11.選手、役員退場

弘

　

　

東
　
一二
　
清
　
隆

田

田

木

多

場

木々

本

千

鈴

本

相

佐

敏

正

民

郎

一

夫

閉 会 式     5月 7日 (日 )

.役員選手整列

.選手役 員退場

程

A・ Nl.00

村

友

木々

田

森

佐

辞

表

彰

拶

言

辞

の

発

　

　

宣

の

式

積
　
　
　
　
式

式

閉

威

表

挨

閉

閉

雄

宏

定

淳

沢

宮

大会 副会長

大 会委 員長

大会副委員長

光  政

徳 兵 衛

隆  夫

口
【

種 日 1 日 第 2 日

一 般

一 般

∞ 歳

40歳

∞ 歳

混

男 子

女 子

男 子

男 子

男 子

単
複
　
単
複
　
単
複
　
単
複
　
単
複

1回 戦～準 々 決 勝

1回 戦～準 々 決 勝

1回 戦～準 々 決 勝

1回 戦～準  決  勝

1回 戦

回
決
３
”
”

準
戦

決
回

準
１

勝
戦
　
勝
勝
　
勝

決々
決
準
ヽ
”

勝
戦

決
回

準
１

決
回
　
勝
回

準
１
　
決
１

勝～決
戦

l我

準 決 勝～決   勝

1 回 戦～準 決 勝合 複

3 ||

準 々決 勝～決

準 決 勝～決

2 回 戦～決

2 回 戦～決

決   勝

決   勝

勝

勝

勝

勝
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祝

第 10

全日本社会人バ ドミントン選手権大会

Y.M. ミセキネット

第 1 以来検定合格。本大会使用ネツト

埼 玉 県 幸 手 町

ミ セ キ ネ ッ ト製 作 所

カ タ ログ御 申越 次 第御 送 りします

ロ

ロ

いつも安心して使用出来るネツトです

是非御愛用下さい

TEL 048042(幸手)2-0379

-14-



試 合時間表

記号説明

MS:一般男子単        MD:一 般′;子複        LS:一 般女子単

LD:一般女子複        30S:30歳 男子単        30D:∞ 歳男子複
40S:40歳 男子単        40D:40歳 男子複        ∞S:関歳男子単
∞D:50歳男子複        MIX:混 合複

注 意
。定刻∞分前には会場到着のこと。遅たた場合キケンとなることがあります。
。コート及時間は変更することがあります。

日

||

コー ト

ヽ
ヽ

1

|

2
|

3

|

|

4
|

5
i

6 7

|

第

1

日

11.∞

12.00

1.∞

2.00

3.00

4.00

5.00

9.00

10.∞

11.00

12.00

1.∞

2.∞

3,00

9.30

10.∞

MS  l
″    9
″   17
″   25
″   33
″   41
″   49
LS l
″    9
″   17
″    25

MS ∞
〃   61
LS 29
Ms 69

LS 37

lヽS  2
″    10

″   18
″   26
′′  34
″    42

″    50

Ls 2
〃   10
″   18
″   26
MS  54
″   62
LS 30
MS 70
30S  3
LS 38

5

月
5
日

金

第

2

日

5

月
6
日

土

MS 81

MS  83
MIX l
MD l
MIX 3
MD 9
″   23
LD 7
MD 25
LD 15
M:I X15

MS 82
40S   7

MS 84
MIX 2
MD 2
M I X10

MD 16
″   24
LD 8
MD 26
1´ D 16
MII X16

MS  4
″    12

″    20
″    28

″    36

″   44
″   52
LS 4
″   12
″   20
″   28
MS 

“
″ 
“LS 32

MS  72

30S  5
LS 40

�l S  5

〃   13
″   21
″    29

′′  37
″    45

40 S  l

LS 5
″   13
″   21

30 S   l

MS  57
″   65
LS 33
MS 73
30S  6
MS  77

LS 42
130S  9

1LD 4
1MIX7
1MD 6
1 ル     10
1 ~     `V
I ′′    つ∩
|  
・     ‐V

I MI X14

1LD 12
1MD 30

MS  7
″   15
″    23

″   31
″   39
″   47

40S  3
LS 7
″   15
″   23

50 S  l
Ms 59
″ 67
LS 35
MS 75
40S  6
MS 79

MS

LS

MS

LS
MS
30S
LS

3

11

19

27

35

43

51

3

11

19

27

55

“31

71

4

39

MS

40S
LS

50S
MS

LS
MS

M S

81

161

24 1

32 1

401

481

4 1

81

161

24 1

2 1

60 1

“

|

36 1

76 1

80

850S  3
40S  8
LD l
MIX 4
MD 3
″   lS
″   17
MII Xll

LD 9
MD 27
LD 17

50S  4
LS 43
LD 2
MII X 5

MD 4
″   10
″   12
M I X12

LD 10
MD 28
LD 18

LS 41
Ls 44
LD 3
MlX 6
MD 5
″   ll
″   13
M I X13

LD ll
MD "
30D  l

30S  7
30S 10
LD 5
MIX 8
MD 7
″   19
″   21

40D  l
LD 13
MD 31

LD 6
MIX 9
MD 8
″    14

″    22

40D 2
LD 14
MD 32

9.00

10.∞

ll.(X)

筆 ^

晉:
日

日

30D 2
40D 3

MD 33
50D  l
30D  5
M I X18

MD 34

LD 21

MD 35

LD 22

MD 39

MD 36 LD 19

MD 37 MD 38

MD 40

LD 20

8

|

|

Ms 6
″    14

″    22

″   30
″ ∞
″   46

40S  2
LS 6
″   14
″  22
30S   2

MS 

“″   66
Ls 34
MS 74
40 S  S

Ms  78

30S

30D 3
40D  4
30D  4
MI X17

-15-



般

21

И
”

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
　
　
久

武

智

邦

孝

紀

　

国

宇

　

健

泰

広

敏

明

豊

義

建

秀

秀

正

十

好

包

友

二

昇

昭

正

健

義

喜

勝

宗

跛

司 (愛 知)
徳 (北海道)

夫 (兵 庫)
一 (熊 本)
征 (福 井)
靖 (岩 手)
雄 (岩 手)
作 (埼 玉)
潔 (岩 手)
― (神奈川)

三 (東 京)
明 (東 京)
弘 (静 岡)
夫 (宮 城)

郎 (岩 手)
明 (東 京)
夫 (東 京)
雄 (愛 知)
三 (大 分)
義 (岩 手)
六 (東 京)
雄 (愛 知)
博 (神奈川)

義 (岩 手)
男 (東 京)
― (愛 知)
郎 (北海道)

幸 (岩 手)
郎 (岩 手)
雄 (愛 知)
男 (東 京)
之 (神奈川)

高 (東 京)
窮 (埼 玉)
勇 (東 京)
好 (岩 手)
稔 (東 京)
夫 (愛 知)

― (岩 手)
広 (愛 知)
利 (東 京)
力 (石 川)

沢

島

高

木

　

川

沢

田

林

田

野

山

部

　

谷

谷

葉

島

原

村

上

宮

山

葉

崎

間

崎

島

野

谷

谷

木

　

平

上

川

橋

里

内

林

田

田

保

　

　

　

　

下

安

福

古

松

原

及

白

久

小

富

日

中

日

森

熊

杉

千

牛

宮

志

田

小

小

千

黒

門

岩

高

細

金

森

鈴

森

大

三

及

本

沼

仲

小

植

沢

つ

た

つ

た

81

6

71

8

3

3敬

定
　
一　
勝

-16-



男  子  単

Ｄ

↓

力
、́口
（
熱
′
Ｄ

の

動

↓

わ

Ｄ

力

↓

助

知

Ю

↓

Ｄ

↓

ω

効

わ

つ

つ

奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

御

錯

錬

鱚

鰊

曖

伏

⊂

皓

彼

軋

鯨

鰭

は

曖

鰊

緒

Ｃ

∝

に

緩

卿

鰊

鮨

悠

　

秀

策

治

靖

俊

伸

孝

英

富

　

　

邦

一

義

良

善

　

孝

敏

勇

幸

誠

　

光

　

　

邦

　

洋

　

　

一二

　

　

由

善

大

　

和

善

良

沢

橋

野

山

賀

武

岸

柳

坂

村

込

原

架

藤

野

原

泉

木

井

川

藤

木

切

宮

松

田

本

田

日

本

　

本

多

藤

方

崎

藤

中

田

坂

垣

谷

吉

藤

高

植

秋

多

春

山

鬼

野

中

堀

小

藤

伊

星

金

大

梅

増

長

工

鈴

堀

高

平

杉

鈴

吉

吉

山

神

山

本

斎

北

寺

伊

田

吉

保

板

Ｑ

υ

Ω

υ

茂

男

千

明

之

威

夫

樹

光

晃

茂

彦

夫

明

史

光

夫

彦

参

春

12

う
ι

4

正 (岩 手)
雄 (愛 知)
博 (神奈川)

藩 (東 京)
男 (神奈川)

寛 (岩 手)
彦 (東 京)
至 (埼 玉)
卓 (愛 知)
郎 (岩 手)
実 (東 京)
匡 (石 川)
雄 (福 井)
夫 (北海道)

地 (大 分)
進 (東 京)
也 (埼 玉)
憲 (愛 知)

8

＾

ｖ
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‐一̂目惚れは うけあい/

だ まって見 ただけ で

一●
●
一

だ
「
ヽ

゛
ノ

ブ、みイ、つ
，
ｔ
●
ヤ

― む」

「成程」とうなずき

「

 ヽ.つ一■
一■
一

と ||● |

思わず うなる

バランスのよさ

画期的なラケッ 卜です 。

新 発売

フ ロンテ イ ア
No.1400

●パイル ド パーシャル フレーム

●英国製最高級スチールシャフ ト

●輸入 ファィバー、ォールナッ トの素地仕上げ

0素材の厳選による限定生産

K
18-
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」
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ｒ
■
ロ
コ

織
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越メぽ
F

東京・古東

'可

崎ラケットエ業株式会社
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般 男 子 複

小 宮・板

野 坂・佐

日下部・大

金 丸 ′雨

細 野・高

及 川・金

保 坂・大

山 本・金

秋 山・千

岩 崎 。中

森 谷・鈴

小 林・多

古 高・藤

吉 田・黒

鬼 柳・高

杉 田・鈴

植 野・森

仲 内・堀

三 上・斎

沢 田・北

(愛 知)

(東 京)

(静 岡)

(東 京)

(岩 手)

(岩 手)

(埼 玉)

(愛 知)

(東 京)

(北海道)

(東 京)

(愛 知)

(兵 庫)

(東 京)

(岩 手)

(神奈川)

(富
・
城)

(岩 手)

(東 京)

(石 川)

19
||||

30   _及

原・春 武

崎・ 原

木・熊 谷

橋・ 森

井・山 岸

葉・吉 田

込・植 田

川・本 多

藤・牛 島

上・星 野

本・中 山

沢・藤 沢

里・平 松

山・本 橋

本・工 藤

谷・鈴 木

藤・福 島

村・小 原

(大 分)

(福 井)

(岩 手)

(東 京)

(二 重)

(岩 手)

(東 京)

(岩 手)

(愛 知)

(東 京)

(東 京)

(岩 手)

(澤 知)

/神奈川ヽ
東ヽ 京ノ

(熊 本)

(東 京)

(北海道)

(岩 手)

垣

藤

泉

官

宮

原

平

谷

葉

ホ寸

木

賀

原

崎

嶋

木

9

10

11

12

14

16

40

36

29

31

32

17

18

21

22

24

↑i

増

千

伊

IΠ

白

可ヽ

5

62

，

４

う
０

3

4

り

‘

切

藤

方

8

1

m
吉 田・富 田 (神奈川)

長谷川・安 沢 (愛 知)
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13

15

35
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岩
手
県
旅
客
自
動
車
協
会

釜
石
地
区
支
部

釜

石

市

三
陸
観
光

タ

ク

シ

ー
　
　
電
話

釜
石
局

釜
石
局

釜
石
局

甲
子
局

釜
石
局

釜
石
局

一
九
九
番

五
八
六
番

七
九
二
番

五
三
番

八
八

一
番

六
七
番

西

円

タ

ク

シ

|

|し

,i「

森

谷

タ

ク

シ

電

話

中

山

タ

ク

シ

l

IL

話

文 釜
化 石
タ  タ

ク  ク

シ  シ

l  l

)t
=`
`i■

電
話

,こ

野

市

遠

　

野

　

交

ま

る

き

タ

ク

大
　
槌
　
町

大

槌

タ

ク

大

安

タ

ク

鵜

住

居

町

前

勝

タ

ク

官
　
守
　
村

官
守
観
光

タ

ク

通

シ

ー

シ
　
ー

シ
　
ー

シ
　
ー

シ

ー

三
二
七
番

二
〇
三
番

電
話

電
話

大大
槌
局

電
話
　
鵜
住
居
局
　
　
八
番

・r
li:|

宮
守
局
　
　
　
五
七
番

登 録 商 標

ハ マチ ドリ

」名

布奪
｀
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電
話
　
遠
野
局

電
話
　
遠
野
局

四
八

一
番

二

一
九
番

「
室
円

田
Щ
コ

一‐
＝
縣
”
１
＝
レ
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ｔ良

`ヨ
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才 脇

吉 田

岩 田

山 本

須 藤

有 木

永 井

五十嵐

片 岡

栗 原

佐々木

天 野

長谷川

深 沢

大 塚

杉 田

西 堀

佐々木

和 田

伊 藤

和 田

上 野

妙 子

よし子

京 子

キヌ子

久美子

トミ子

かおり

明 美

澄 江

茂 子

フ  ミ

博 江

慧 子

むつ子

弘 子

良 子

富美子

君 子

几 子

シゲ子

淳 子

明 美

(大 阪)

(東 京)

(兵 庫)

(岩 手)

(東 京)

(東 京)

(京 都)

(新 潟)

(兵 庫)

(東 京)

(埼 玉)

(岐 阜)

(福 井)

(愛 知)

(愛 知)

(神奈川)

(宮 城)

(埼 玉)

(愛 知)

(東 京)

(神奈川)

(愛 知)

単
■2
■
~女

几
又
●
■

２

）

7

8

高 木 紀 子

吉 田 啓 子

(岐  阜)

(東 京)

(大 阪)

(愛 知)

(京 都)

(東 京)

(愛 知)

(東 京)

(埼 玉)

(兵 庫)

(京 都)

(新 潟)

(官 城)

(岩 手)

(埼 玉)

(愛 知)

(東 京)

(兵 庫)

(神奈川)

(愛 知)

(東 京)

(埼 玉)

上 昌 子

2

3

3

1

4

13

14

15

16

17

19

39

21

22

23

24

26

27

28

「

上

,[3_

島

後

滝

佐

前 野 さ え

山 ~下 三枝子

B

内 瑠美子

野 京 子

山 洋 子

野 美津子

広 子

尾 志 津

藤 和 子

沢 順 子

藤 葉 子

玉 キヨウ子

田 節 子

′II 智 子

守 徳 恵

口 孝 子

田 初 代

杉 久 子

川 美技子

41
44
42

つ

た

10

31 35

36

11

12

」ヽ

|ち

′
”

5

6

，

４
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隕J■;―J―耗

夢のナワ トビ パニー回―プ が難に誕生 .′

ナワ トビに必要な条件を全て兼ね備 えています。今まで
の ナ ワ トビ と違 ヽヽ そ の グ lノ プ | 特殊 =几|,こ計 の ベ ア lリツ

グ ( P A T P ) を取付 |すま した

その利 点

`ま

O ナ ワ の 廻 転 が リト常 | ス ム ズ で す

O 長時 間 連 続 使 用 して も ナ ワ が ね じれ ま
O長 時間連続高速廻転 しても、焼切れることは L`麟い
ありません。

バニーロープ価格
バニーロープ ま ●使用中にナワがはずれません。

●長さの調節が簡単に出来ます。
●ナワ自体特殊な撚紡のため非常に丈夫です。
●あらゆる種目のスポーツ選手の トレーニング
用として、又一般の人々の健康増進用あるい

は美容のためにお使い下さい。

°パニ~口 ~フ・セット
田用

。パニ~口 ~プ スタンダート
田胸

°パニ~口 ~プ シュニア用
α 円

バニーロープで トレーニングをしたら

カアル トンナイロンシャトルで

正確な技を身につけよう。

ARLTON
PA T 195747 233892 プラスチ ック シヤ トル コ ック
PAT.P′ ニ` ー ロー プ 総発 売元

ナ
ワ
ト
ピ
革
命

Λ
パ
ニ
ー
ロ
‥
プ
Ｖ

な
わ
と
び
は
護
に
で
も
で
き
て
、
最

も
効
果
の
あ
る
手
軽
な
運
動
だ
。
ス
タ

ミ
ナ
を
つ
け
て
、
ス
タ
イ
ル
も
実
し
く

な
る
。
ス
ボ
ー
ツ
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
，

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
女
性
も
ピ
ョ
ン
ピ

ロ

ン
と
ん
で
欲
し
い
も
の
だ
。

本
格
的
な
、
な
わ
と
び
の
新
製
品
が

生
ま
れ
た
。
Ａ
パ
ニ
ー
ロ
ー
プ
Ｖ
が
そ

れ
。
′
リ
ッ
プ
に
特
殊
設
計
の
ベ
ア
リ

ン
グ
が
つ
い
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
回

転
で
楽
し
く
と
べ
る
。
木
綿
ロ
ー
プ
は

脚
腰
だ
け
で
な
く
、
上
半
身
も
同
時
に

強
く
す
る
だ
け
の
適
当
な
重
さ
が
あ

る
，
特
殊
燃
紡
だ

か
ら
耐
久
力
は
技

押
って
損
ａな
い話

ヾ
形
鑢
ψК
灯
≪
滋ヽ
灯
済
≪
ヽ

群
「

コ
ン
タ
リ

ー
ト
の
床
で
約

”
万
回
、
板
床

な
ら
”
万
回
と

ん
で
も
ま
だ
切

れ
な
い
。

一
日

VAN卜IY

ROPE

- 22 -

サ
ン
デ
ー
毎
日
八
月
二
十
八
日
号

紹

介

記

事

ｍ
分
間
、
毎
日
続
け
れ
ば
Ю
日
間
で
テ

キ
メ
ン
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
。　
一
年

後
に
は
、
そ
れ
こ
そ
Λ
す
ば
ら
し
い

体
Ｖ
に
な
る
こ
と
う
け
あ
い
。

砂
時
計

（
３
分
計
）
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
て

一
〇
〇
〇
円
。
全
国
有
名
運

動
倶
店

・
デ
パ
ー
ト
で
発
売
中
。

日
本

カ
ア

ル
ト

ン
Ｋ

Ｋ

東
京
（餞
】
奎
〓　
大
阪

”^
〉０一〓

合 理 的 な

トレーニングの為に

爾kl
D
a徴椰摯

L__

_1

せん。1
“

‐

壕■

日童 カアル トル株 式会社
本 社 大阪市南区長堀嬌筋 1の 32    東京都台東区台東 3-2-2
(サンプラスチックスピル内)TEL(252)0241 TEL(332) ! 6 2 5



複子女
ル
又
�
刑

永 り1‐ 松 尾 (京 都)

「t  ・ナ|・ I11(兵 lli)

山 本・佐 藤 (岩 手)

上 野・府1 1日 (受 知)

有 木・叶 内 (東 京)

上 野・大 田 (愛 知)

館野・佐々木(君 )(埼玉)

杉 口l・ 内 |」 (神奈川)

遠 山・伊 藤 (東 京)

前 野・深 沢 (愛 知)

高 木・天 野 (岐 車)

杉 田・杉 田

小 林・武 田

自 沢 ■■ 本

岩 田・北

安 沢・深 沢

宝 来・才 脇

鈴 木 ′jヽ 林

赤 崎・長谷川

板 垣・大 田

(神奈川)

(愛 知)

(岩 手)

(兵 岸)

(愛 知)

(大 阪)

(神奈川)

(福 井)

(愛 知)

.武 田・大

堀・滝

林・和

田・須

田″J｀

嵐・後

塚 (愛 知｀

沢 (官 城)

田 (神奈川)

藤 (東 京)

守 (兵 庫)

藤 (新 潟)

上 (大 阪)

川 (東 京)

下 (京 都)

原 (東 京)

児玉(埼 玉)

7

9

15

16

17

18

11

12

4

5

′」ヽ

19 五十つ
乙

，
‘

2

1

10

_才 脇・井

13

-吉

 11卜 ′」ヽ

6

八木・山

杉・栗

々木(ア )

14
沖

複△
ロ

_藤

午 |・ _11

11・ 」ヒ

111・ 内

・
萩

賀
・
上

上・叶

沢
・
佐

|‖・和

野 (愛 知)

野 (大 阪)

田 (神奈川)

野 (兵 庫)

野 (愛 知)

内 (東 京)

藤 (岩 手)

回 (神奈川)

3

5

11

13

4

井

」ヽ

多

日

6

1

2

爾
~¬

-23-

10

谷川・大 塚 (愛 知)

1

混

|

r――ステーー¬
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祝 第 10 全 日本 社 会 人 選 手 権 大 会

日本バ ドミン トン協会検定合格

ファスト印 水鳥シャトノンコック

ファス ト ゴール ド

ファス ト シルバー

ファス ト印シャトルコック製造発売元

ヤ
゛
′
ヽ
ヽ
″ ワ 商 会
山形市六 11町  TEL(2)3994

有限会社

ロ
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畑   忠

千 葉 信

早 川 輝

毛 利 清

雄 (福 井)

次 (宮 城)

夫 (長 崎)

志 (岡 山)

つ

た

7

男 子 40歳 以 上 単

男 子 40歳 以 上 複

男 子 50歳 以 上 単

島 泰 二 (長 崎)

島   稔 (宮 城)

脇 簿 夫 (東 京)

上 周 之 (岡 山)

島・千  葉 (宮 城)

島・早  り||(長 崎)

日 修 (宮 城)

竹  三 (岡 山)

う
０

伊 藤 (熊本)・ 山 _L(岡山)

森 脇 (東京)・ 畑  (福井)

1

_'|

1  つ
:  ~

‐ ¨¨¨― 111

伊 藤 基 記 (熊 本)

小 梶 繁 雄 (岡 山)

社

男 子 50歳 以 上 複

2

3

小  梶 (岡 山)

-25-

蒔  田・中  山 (宮城)

3

|



佐  藤 昭 (東 京)

遠  藤  啓  治 (神奈川)

油 井 秀 男 (愛 知)

5

男 子 30歳 以 上 単

4

3

徹

　

　

英

鈴

　

　

辻

　

　

徳

ri  司 (秋 田)

幸 (東 京)

昂 (静 M)

也 (東 京)

樹 (東 京)

つ

４

森 脇 諄 夫 (東 京)

北  野  敬 四 郎 (大 阪)

毛  利・山  上  (岡 山)

小  飼・神  山 (北海道)

一一
複

一

Ｌ
Ｌ

一

１

一
〓

、

嗜

〓

ｌ
ｊ

〓

歳

一

３

一

子

一

男

一〓
一

一

重

辻 2

原  口 ・ 徳  重  (東 京)

北  野 ・ 宝  来  (大 阪)

1

4 ■

選手の健斗を祈 ります

」「

ｌ
Ｌ
‥
Ｌ
ｌ
Ｈ

Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
ｎ
ｕ
口
Ｆ
Ｑ
●

ｎ
ｕ
ｍ
＝

●

Ｕヽ

ｎ
Ｕ
ｎ
ｕ
ｎ
ｕ
ｎ
ｕ

″ ″

″ ″

KlMAISHI
Ｏ

ｕ

●

‘
ｎ
ｕ

ｕ
ｎ
Ｑ

●

‥
Ｌ
ｒ

Ｌ

Ｔ
Ｉ

“
Ｊ
ｌ
，

●

‘

0

昌度のプレーは……

カワサキ・ ラケットで……

スポーツ用品と服装

何んでも揃 つて……

いつでも間に合う……

昭  文  堂
釜石市只越町 TEL 5∞

-26-

佐  藤  (東 京)

口
　
　
　
木
　
　
　
木

3



都道府県 別参 加選 手名簿

中村 富光    伊藤 善夫    福島 智徳

0

田

城

　
　

玉
　
　
京

北
　
　
秋

官
　
　
埼
　
　
東 た明

子

子

智

久

海 道

神 奈 川

岩崎 昭郎
神山 豊州
鈴木 祐司
蒔田  修
中山平八郎

神   至
中川美技子

山本 洋彦
鈴木  著
佐藤  昭
斎藤  実
森谷喜久男

徳重 英樹
吉田サ ト子

栗原 茂子
杉田  博
吉良 悠一
小林 歌子
後藤 和子
寺崎 由雄
沢田  力
日下部敏弘

油井 秀男
小官 好雄
多賀 靖之
武田 初代
和田 昌代
高木 紀子
増井 孝夫
永井かおり

北野教四郎

古高 郁夫
小守 伝恵
毛利 清志
中島 泰二

宮原 秀三
伊藤 基記
白沢 国雄
及川1  靖
堀切 誠一
細野健次郎

佐藤 葉子

小飼 栄一 ③
①

Via^7 :

寺嶋  稔
西堀富美子

保坂 和也

児玉キョウ子

中111 広明

野坂 英樹
秋山 治明
金丸 善澄
日野 泰三
森脇 等夫
遠山 洋子
有木 トミ子

鈴木 勝之
小山 包博

千葉 信次
滝沢 順子
大平 '文弱

館野美津子

吉口  進
黒崎 二男
千葉 建夫
雨宮 哲弥
星野 義明
本橋  稔
吉田 啓子
叶内瑠美子

吉口 邦男
杉田 良子

久保田宇作

佐々木君子

三上  勇
堀込  晃

植野 策千    森  明夫

F]橋

杉谷

植田

森

田上

原ロ

小川

沖杉

勝利

宗高

十六

一幸

鈴木 幸春
辻  徹也
伊藤シゲ子

須藤久美子

大八木いと子

井上 昌子
荻野 一夫

小梶 繁雄

吉回  寛
本多 二郎
高宮  正
小林  潔

遠藤 啓一
和田 惇子

平松 光雄
小林 ―広
上野 明美
深沢むつ子

鬼柳 孝夫
梅木

藤沢  茂
山本キヌエ

富田 健一
内日 孝子

⑬

　

　

⑪

②

④

②

③

Ｏ

②

②

④

④

　

Ｏ

④

②

①

①

潟

井

川

岡

知

新

福

石

静

愛

五十嵐明美

紀征

匡

善一

敬夫

善憲

一夫

弘子

京子

博江

伸威

志津

敏夫

邦彦

澄江

周之

原

北方

大泉

沼里

板垣

伊藤

大塚

上野

天野

山岸

松尾

宝米

藤架

片桐

山上

早川

春武

松本

金原
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